
【食わず嫌いを食わされる】 

 

希望の光を見つけた本田は、番組内で紹介されていた岡田社長の講演会に参加する。 

そして、講演の合い間を見つけて名刺交換をさせてもらい、少しだけ相談を持ちかけた。 

 

「あの･･･ボク、先日の TV で映っていた社員さん達の表情が目に焼き付いていて･･･ 

 ウチの社員とは全く違うなと･･･」 

「おお、ウチの社員たちか。 

 皆いいやつばっかりなんだよ！君は目のづけどころがいい」 

 

「はい･･･ありがとうございます。 

あと、インタビューで仰っていた『Hot Willer』と『7 つの H』のことも教えて頂きたい 

と思っていまして…」 

「おお!! そこにまで気がついたか！ 

君はなかなか見る目があるな。筋が良さそうだ。 

ん？すじがいい…!? 

そうだ！すじおとこと呼ぼう。君はすじおとこだ！ 

よかったら今度オレの事務所にきなさい。じっくり相談に乗るから」 

 

「ホントですか？ ありがとうございます！」 

「おう！ 楽しみにしてるぞ。Hot Willer のたまご、すじおとこ君よ」 

 

（すじおとこって･･･本田なんだけどな･･･ 

ほっとうぃらーのたまごか･･･何だろ･･･まぁいいか、今度聞こう） 

 

 

＊    ＊    ＊    ＊    ＊ 

 

 

その数日後、本田は岡田工業を訪ねる。 

 

「お忙しい中すみません、本田と申します。 

岡田社長の講演会に参加した者です･･･」 

 

受付の女性スタッフが奥に伝達に行くと、工場の奥から大きな声が響いてきた。 

「ほぉ～、ホントに来たかぁ～」 



 

本田が入り口で待っていると、奥から岡田が満面の笑顔で歩いてきた。 

 

「来たな！Hot Willer のすじおとこ君よ」 

「ほっとうぃらーですか･･･？ 先日ごあいさつさせて頂いた本田です」 

 

「おお！そうだった、本田くんだったな。君は Hot Willer だ！今オレが認定した」 

「えっ…？」 

 

そう言いながら、岡田の左手はすでに本田の肩を叩いていた。そして右手は握手を求めて

いる。本田が気づいて手を出そうとするその前に、岡田の右手は本田の手を握っていた。 

 

「ハッハッハ!! 君はいいねぇ！ホントに来るとはなぁ！ 

 ああいう風に言っても、実際に来るやつはほんの一握りなんだよ。 

 みんな口では調子いい事言うけど、行動しねぇやつばっかなんだよな！ 

 オレは君みたいな Hot Willer は大好きなんだよ」 

 

ほとんど話したことが無いにも関わらず、岡田は 10 年前からの知人のようにフレンドリー

だ。そんな岡田に本田は少し引いた。 

 

（もしかすると、この人は変な人かもしれない･･･） 

 

「あの･･･それも聞きたかったんです。『Hot Willer』ってなんですか？」 

「君みたいな人の事だよ。志が高くて行動力のある人だ」 

「そうですか、ありがとうございます」 

 

本田は、岡田に Hot Willer だと言われて悪い気はしなかった。 

 

「もう 1 つ聞きたかったんですけど、『７つの H』って何なんですか？ 

それがどうしても聞きたくて･･･」 

 

本田は、恐らく成功のカギを握っているであろう『7 つの H』のノウハウを早く聞きたくう

ずうずしている。このノウハウが株式会社 AAA の業績を大逆転させてくれるものだと信じ

ているのだ。 

 

 



「なに!? H のことか！ H が知りたいのか？」 

岡田の頬がぽっと紅く染まった。 

「H というのはだな、まず部屋を暗くして、女の子の肩を優しく抱いてだな… 

 ここで焦っちゃいかんのだ･･･」 

岡田が卑猥な話をしようとするのを察知し、本田はその言葉を遮った。 

 

「いや岡田さん、先日の TV でおっしゃっていた『７つの H』のことです」 

「あ～そっちか。そっちの H ね。早く言ってくれればいいのに…」 

 

（それしかないと思うんだけど…） 

岡田に圧倒されながらも、本田はようやく目的の話にたどり着いた。 

 

 

そして、岡田は 1 枚の紙を取り出した。 

「７つの H はこれだよ。H が７つあるだろ？ 

この H を 1 つずつ実践していくと社員も会社も HAPPY になれるんだ」 

 

 

 

「へぇ…これが『7 つの H』ですかぁ。面白そうですね」 

 

本田は納得しているように見せながらも、内心はガッカリしていた。 



 

（なんだ、普通のことじゃないか。 

オレはてっきり売り上げが上がるものすごいテクニックとか、社員がイキイキする魔法

のテクニックが隠されているのかと思っていたのに…） 

 

 

「本田!! お前、本気で聞いてねぇだろ！」 

 

ビクッ!! 

本田の心は岡田に自分の心が見透かされているようだ。 

 

「いえ･･･そんなことありません。ぜひ『7 つの H』を実践してみようと思います」 

 

「そうか！ そいつは良かった！でも、この紙１枚だけじゃよく分からないだろ？ 

この『7 つの H』はな、オレも教わったことなんだよ。ウチがコンサルを受けているアッシ

ュさんという会社からな。オレが説明するよりも直接話を聞いた方がいい。オレも初めは

アッシュの平川さんから Hot Willer と言われたんだぞ。紹介するから一度連絡してみなさ

い」 

 

 

「あ･･･コンサルですか･･･」 

 

本田はコンサル嫌いだった。 

以前、業績改善マーケティングコンサルタントと名乗る人に依頼したことがあるが、口先

だけが超一流で行動力は超三流、本田の上から偉そうに講釈を垂れるだけで何もしてくれ

なかった。本田はコンサルタントに対して嫌なイメージかしかなく、気が引けてしまった。 

 

「なんだよお前！オレが紹介するコンサルタントが信用できねぇってのか!? 

このオレが信頼しているコンサルタントだぞ！このオレが!!」 

「いえ･･･そう言う訳じゃないんですが…」 

 

「まぁ、お前の気持ちもわからんでもない。コンサルって言うとみんな初めはそんなもん

だ。実際に会うと変わるんだけどな。ほれ、このチラシ見てみぃ。アッシュさんの心意気

セミナーのチラシだ。お前みたいな Hot Willer にはピッタリだぞ」 



 

 

「はぁ…」 

「はぁ…じゃねぇよ！おめぇさんはよ！会社をよくしたくねぇのかよ！ 

 しょうがねぇなぁ…お前は。セミナー代はオレが出してやるよ！たったの１万円だしな」 

 

「いえ･･･そんなことしてくれなくて結構です。自分で払いますから、１万円くらいな

ら・・・・」 

 

「何ぃ！お前はオレに恥をかかせる気か！このコンチクショウが!! 

 男が一度出すといったものを引っこめるわけにはいかん!! 出すと言ったらオレが出

す!!」 

 

 

本田は岡田に押し切られ、アッシュに心意気セミナーを依頼することになった。 

 

（まぁ一度受けてみるかぁ。これで会社が変わればラッキーだしな） 

 

今から掛ける一本の電話が運命を動かす事を、本田はまだ知らない。 



＜取材・執筆：物語ライティング＞ 

 


